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第３学年 理科学習指導案 
平成２８年１０月２６日（水）１４：００～ 

仙台市立枡江小学校 理科室 
第３学年 1 組 指導者 教諭 橋本 拓也 

１ 単元名 「太陽とかげの動きを調べよう」 
２ 単元について 
 （１）単元の目標 
  影踏み遊びや影調べなどを通して，太陽と影の関係に興味を持ち，太陽の向きと影の向きを調べたり，太陽

や影の向きを時刻を変えて比較しながら調べたりして，影の向きは太陽の動きによって変わることや１日の太

陽の動きなど，太陽と影との関係についての考えを持つことができるようにする。 
（２）単元の評価基準 

自然事象への 
関心・意欲・態度 

科学的な思考・表現 観察・実験の技能 
自然事象についての 

知識・理解 
① 踏み遊びなどを通し

て影の向きに興味を

持ち，進んで影の向き

について疑問点を出

したり調べたりしよ

うとしている。 

①調べた結果を基に，影

の向きと太陽の向きと

の関係について考察

し，自分の考えを表現

している。 
②時刻によって影の向き

が変わる理由を予想

し，自分の考えを表現

している。 

①遮光プレートを使っ

て，太陽の動きを調べ，

記録している。 
②方位磁針を使って，太

陽と影の動き方を調

べ，記録している。 

① は，日光を遮ると太陽

の反対側にできるこ

とを理解している。 
②太陽は，東から出て南

の高いところを通り，

西に沈むことや，太陽

が動くと影の向きも変

わることを理解してい

る。 
 
３ 指導にあたって 
 ○ 本単元は，学習指導要領の内容，３年Ｂ（３）ア「日陰は太陽の光を遮るとでき，日陰の位置は太陽の動

きによって変わること。」に基づいて設定されている。内容の取り扱いとして，「太陽の動き」については，

太陽が東から南を通って西に動くことを取り扱い，太陽の動きを調べるときの方位は東，西，南，北を扱う

ものとなっている。またここでの学習は，第 4 学年Ｂ（4）「月と星」の内容につながり，さらに，第 6 学

年Ｂ（5）「月と太陽」につながっていく。ここでは，太陽と地面の様子について興味・関心を持って追究

する活動を通して，日陰の位置の変化と太陽の動きとを関係付けて考える能力を育てるとともに，その理解

を図り，太陽と地面の様子との関係についての見方や考え方を持つことができるようにすることがねらいで

ある。 
  本単元では，児童が何気なく捉えている太陽と影について遊びの中から学習問題を見い出し，解決する能

力を育てることができる単元である。また，測定やデータ化，結果からの考察などこの先の理科学習におい

て基礎となる学習活動が組み入れられている単元である。 
 ○ 児童数は２６名で，全体的に好奇心旺盛で理科の学習に意欲的に取り組んでいる。これまでに，「こん虫

を育てよう」の単元では，予想を立てて観察する活動や複数の昆虫を比較して考える活動を行ってきた。一

方で，児童自身が問題を見出し，見通しを持って問題解決に取り組む活動や結果から考察しまとめる学習活

動は経験していない。 
○ 以上のような実態を踏まえ，単元の学習に見通しを持って主体的に問題解決に臨む態度の育成と，結果の

分析を基にした考察を重視することで科学的な表現力の育成を図っていきたい。これらのねらいを達成する

ために，次の手立てを講じて指導に当たりたい。 
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（１） 見通しを持って自然の事物・現象に働き掛けるための工夫（研究の視点１－ア） 
  単元の学習に対して見通しを持って主体的に取り組むために，体感を伴った学習問題の立案と毎時間の

振り返りの時間を確保する。児童自身が見通しを持って学習に臨むためには，児童自身の疑問や気付きを

基に単元を構成する必要があると考える。そこで，単元の導入で、影踏み遊びや影つなぎを通して出され

た疑問や気付きを基に学習問題や計画を立てていく。また，予想の時間を十分に確保し結果までを見通す

ことができるようにする。さらに，予想の一致・不一致を検討したり，他者の考えと比較したりするなど

「振り返り」を毎時間組み入れることで，新たに生まれた疑問を取り入れ，より主体的に学習に参加する

ことができると考える。 
（２） 科学的な言葉や概念を使用して考えを表現する場の工夫（研究の視点２－ア） 
   科学的な表現力を育成するために，観察の結果を集約・共有化し，児童自身で考察してまとめる経験を

蓄積させる。具体的には影の動きを一人一人が観察し，記録する。それぞれ記録を，拡大した観察用紙に

集約して提示することで視覚的に捉えやすくし，結果を共有させる。児童の認識が一致している点や，ず

れが見られた点を明確にできるので，全体的な傾向をつかみやすくなり，言語活動も活発になると考える。

また，学習問題と考察を対応させることで，児童自身で考察できると考える。 
 
４ 指導計画および評価規準（６時間） 本時 ６／６時間 
 評価の観点（□関心・意欲・態度 ■科学的思考・表現 ◎観察・実験の技能 △知識・理解） 

次 時 主な学習活動 評価規準と評価方法 

第
１
次 

太
陽
と
か
げ 

１ 
 

影踏み遊びなどを通して，影の向きに興 
味を持ち，影の向きについて話し合う。 

□影踏み遊びなどを通して影の向きに興味を持

ち，進んで影の向きについて疑問点を出した

り調べたりしようとしている。【発言・行動観

察】 

２ 

太陽の向きと影の向きを調べたり，いろ 
いろな場所で影を探したりする。 
影の向きと太陽の向きとの関係につい 
てまとめる。 

■調べた結果を基に，影の向きと太陽の向きと

の関係について考察し，自分の考えを表現し

ている。【発言・記録】 
△影は，日光を遮ると太陽の反対側にできるこ

とを理解している。【発言・記録】 

第
２
次 

太
陽
の
動
き
と
か
げ
の
動
き 

３ 

時刻によって影の向きが変わる理由に

ついて話し合い，太陽は，いつも動いて

いるか，遮光プレートで調べる。 
太陽の動きと影の向きが変わる理由に

ついてまとめる。 

■時刻によって影の向きが変わる理由を予想

し，自分の考えを表現している。【発言・記録】 
◎遮光プレートを使って，太陽の動きを調べ，

記録している。【行動観察・記録】 
△影の向きは，太陽の動きによって変わること

を理解している。【発言・記録】 

４ 
５ 

１日の間の太陽の動きについて話し合

い，太陽と影の動き方を１日に３回ぐら

い調べる。 

◎方位磁針を使って，太陽と影の動き方を調べ，

記録している。【行動観察・記録】 
 

６
（
本
時
） 

１日の太陽と影の動き方についてまと

める。 
△太陽は，東から出て南の高いところを通り，

西に沈むことや，太陽が動くと影の向きも変

わることを理解している。【発言・記録】 
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５ 本時の指導 
（１）本時のねらい 
   観察結果から，太陽は１日の間に東から出て，南の高いところを通り，西に沈むことを捉えることができ

る。 
（２）研究の視点との関連 
  ○ 研究の視点１－ア 見通しを持って自然の事物・現象に働きかけるための工夫 
   児童と共に立てた学習課題や振り返りから出された気付きを生かし，学習を組み立てる。 
  ○ 研究の視点２－ア 科学的な言葉や概念を使用して考えを表現する場の工夫 
   結果を検討しやすくするために，拡大した模造紙に観察の結果をシールで貼り，共有化させる。 
（３）準備物 
  □観察記録用紙  □懐中電灯 
（４）指導過程 

 

段 時 主な学習活動 ○予想される児童の反応 指導上の留意点（※評価） 
導

入 
5 
分 

１．前時までの学習を振り返り，課題をつかむ。 
 
 
 
・前時で考えた予想を確認する。 

・ノートを開かせ，本時の課題や前時の予想，

観察方法を確認させる。 
 

展

開 
30
分 

２．観察結果を共有する。  
・拡大した観察用紙に一人一人シールを貼る。 
・共有した結果を全体で話し合う。 
○午前１０時の影は，西にできたから太陽は東にあ

る。 
○正午には北に影ができるから，太陽は南にある。 
○午後２時に影は，東にできたから太陽は西にあ

る。 
○影は，正午で一番短くなる。 
３．考察する。  
○太陽は，東から南を通って西に動く。 
４．懐中電灯を使い，太陽の動きと影の長さを再現

する。 
・グループごとに，懐中電灯を太陽に見立て，影の

でき方を再現する。 
・全体で太陽の動きを確認する。 

・影を観察することで，太陽の動きを調べたこ

とを振り返る。 
・時間ごとにシールの色を変え，変化を視覚的

に捉えさせる。 
・影の反対側に太陽があることを確認する。 
・一人一人，観察カードに太陽の位置を記入さ

せる。 
・学習問題を振り返り，文章で表現させる。 
・影の長さに着目させ，太陽の位置との関係を

考えさせる。 
 
・観察カードの上で影のでき方を再現させる。 
・影の長さが短くなるときと，長くなるときの

懐中電灯（太陽）位置を比較させる。 

ま

と

め 

10
分 

５．考察する。 
○太陽は，東から出て南の高い所を通り，西にしず

む。 
・太陽の連続写真で動きを確認する。 
６．まとめる 
７．振り返る 
・振り返り用紙に，分かったことや疑問を書く。 

・太陽の動き方について，分かったことを加筆

させる。 
・模型を使い太陽の動きを説明させる。 
※太陽は，東から出て南の高いところを通り，

西に沈むことや，太陽が動くと影の向きも変

わることを理解している。【発言・記録】 

太陽は，１日の間に，どのように動いてい

るのだろうか。 
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（５）評価規準 
おおむね満足できる児童の姿 支援の手立て 

太陽は，東から出て南の高いところを通り，西に沈

むことや，太陽が動くと影の向きも変わることを理解

している。 

 影の動きの写真や太陽の動きの写真を提示したり

模型を用いたりして，視覚的に捉えられるようにす

る。 
 
（６）板書計画 
 

〈問題〉                     
                        （分かったこと） 
 
 
                     
〈結果〉 
                        
 
 
 
 

太陽は１日の間に，どのように動いている

のだろうか。 

記録用紙の拡大図 

太陽は，東から出て南の高いところを通

り，西にしずむ。 

太陽の動きの連続写真 


